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２ 月 登校日・図書貸し出し返却
25 水 ２学期始業式
26 木 身体計測（全学年）
27 金 運動会結団式

６月８日（火）、最高のコンディションのもと、いよいよ水泳シ 30 月 スマホ・携帯安全教室（全学年）
ーズンの到来です。低・高・中学年ごとにプール開きを行いました。 バースデー給食

９月
１ 水 全校体育・避難訓練（地震）
２ 木 参観日
３ 金 運動会係打ち合わせ
７ 月 全校体育
８ 火 教育相談
９ 水 バースデー給食
15 水 全校体育
18 日 PTA奉仕作業
21 火 全校体育・予行準備

若干曇り空でしたが、子ども達は、本年度初めての「水の感触」 22 水 運動会予行練習
を楽しんでいました。水遊びや水泳運動は、心肺機能を高めると同 29 水 全校体育
時に、体全体の筋肉を無理なく鍛えることができます。また、水難
防止のためにも、体育科での水遊び・水泳運動は大切なものです。
短い期間での学習になりますが、安全に十分気をつけながら、３
人体制での指導を行っていきます。

７月の目標は「できるようになったことを確認
しよう！」です。令和３年度がスタートして、３
ヶ月が過ぎました。それぞれの学年の学習にも十
分慣れてきました。そこで、この３ヶ月で何がで

GIGA スクール元年を迎え、本年度から児童一人一人にタブレッ きるようになったかを確認することで、自分の成
トが渡り、授業で活用することになりました。本年度の本校の研究 長を知ることができます。それと同時に、これか
主題は「児童１人一台タブレット端末を生かした授業づくり～全職 ら、何をしていかなければならないかを見つける
員による ICT活用研修、共通理解、共通実践を通して～」です。 ことができます。
第一段として、４年生でタブレットを活用した実践授業を行いま ７月は終業式を入れて１４日しかありません。
した。教科は算数科です。 しかし、この１４日間でもたくさんのことを吸収

し成長することができます。そのためにも「でき
るようになったことを確認」してほしいものです。

６月２１日（月）、穂北小学校の永田校長先生に
来ていただき、土器や石器を使っての歴史学習を
行いました。

タブレットや大型テレビを活用することで、児童一人一人の考え
方や式などを画面を見ながら比較したり、学びあったりすることが
できます。また、随時情報を収集するなど、用途に応じた活用方法
があります。児童の知識をインプットからアウトプットすることに
より、更なる定着が図られたり、資質・能力の向上が図られたりす
るなど「活用する力」が向上することが期待できます。
学校職員も、子ども達に負けないように ICT 活用のための研修

を実践していきます。 石器時代から縄文時代、弥生時代、古墳時代ま
での石器や土器を比較しながら、道具の進化やそ
れによる人々の暮らしの変化を学びました。実際、
西都市内で発掘された物もあり、歴史を身近に感

子ども達はいろいろな知識や概念などを、読書を通じて獲得し、 じることができました。本物を見ることで、６年
そして、世界が広がり、様々な成長や発達を見せてくれます。 生の子ども達も興味・関心が高まり、道具の変化
読書を通じての「見えない学力」の摂取は、「見える学力」の裾 が生活とどう関わってきたのかを考えることがで

野を豊かにふくらませていくそうです。そして、「見える学力」を きました。永田校長先生、ありがとうございまし
新たに獲得することが容易になってくると同時に、社会的な関心も た。そして、もしかしたら、茶臼原の大地にも、
高まってくるそうです。「本を読みなさい！！」と言うより、子ど もしかしたらたくさんの土器が眠っているかもし
も達と一緒に本を読んでみませんか。我々大人も、見えなかった世 れませんね。
界が見えてくるかもしれませんね。

～「確実に学力をつける家庭学習法」より～


